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研究成果の概要 

 

有性生殖は普遍的な繁殖システムであるが、その基盤となる性決定の様式は生物によって多様である。

陸上植物進化の基部で維管束植物と分岐したコケ植物のタイ類アカゼニゴケは、高山などに生育する

雌雄同株の植物で、その性分化に季節性がある。植物の系統関係などからアカゼニゴケは進化の過程で

雌雄異株から雌雄同株に進化したことが推定されている。本研究では、アカゼニゴケの近縁種でありタ

イ類のモデル植物である雌雄異株ゼニゴケとの比較から、有性生殖システムの進化を理解することを

目的とする。ゼニゴケは全ゲノムが解読されており、常染色体 8本と雌雄それぞれ性染色体 1本（雌は

U染色体、雄は V染色体）をもつ。これに対し、古くに行われた観察から、アカゼニゴケは常染色体を

９本もつと考えられていた。今回、アカゼニゴケのゲノム解読を行ない、アカゼニゴケは比較的大きな

染色体８本と小さな染色体を 1本もつことが明らかになった。このうち、比較的大きな８本の染色体は

ゼニゴケの常染色体と基本的に対応することがシンテニー解析から示された。９番目の小さな染色体

は遺伝子密度が低い、リピート配列の割合が高いなど性染色体の特徴を有していた。そこでゼニゴケの

性染色体に座乗する遺伝子と対応する遺伝子をアカゼニゴケのゲノム上で調べたところ、ゼニゴケの V

染色体上の遺伝子と対応する遺伝子は、この９番目の染色体上に多く存在しており、９番目の染色体は

V染色体由来であると考えられた。一方で、U染色体上の遺伝子に対応する遺伝子はアカゼニゴケゲノ

ムにおいてとても少なく、それらは 1から 8番の染色体上に散在していた。これらからアカゼニゴケは

雌雄異株から雌雄同株へと転換する過程で V染色体を保持した一方で、U染色体は消失し必須遺伝子の

みを常染色体へ移行したと考えられた。 
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